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~じめに

江戸時代を通しτ鎖国政策をとっ亡、平和を維持し-r:ete日本でしたが19世紀白

後半に捗ると各地ぬ沿岸に外国船が出没し幕末期に防日本近海ぬ海岸線。防備体制

G>~悪性が重視され始め苦し定。ごG>teめ日本各地向沿岸に，~約 1000基ぬ台場が按

置されるごとに1Ci'J苦し定。

肉海芭おっ定大阪湾岸志宅政元年(854)ロシアG・2千ャ一千〉が来甑し、京都ぬ御

rlTを守るという意時か句、~G>地域志幕府ぬ海岸防備体制ぬ重点地区向ひとつとしτ

位置づけ勾れ、大阪湾へG>3つG入品1口である紀州加木浦~友ヶ島、京ヶ島~波路由

良と目白石海嶋ぬ最接部をある波路岩屋(転晶)-哨石(舞子Hこ台場が築かれ苦し定。

舞子に悼すでに嘉永b年(185J)に明石藩に占っτ台鳴が語置されτいを告しtetJ'、
いえもち

文欠3年(1863)将軍徳川家茂が摂海(大阪湾岸)ぬ防備状況ぬ視察を行っ定結果、

明石海蟻ぬ警備強化を図る定め、明石藩に命令が下品l、幕府か弓一万再を貸与され、

議政築され、総石垣島JG>権益誌と呼隠れる画洋式ぬ砲台(掛)と1Ci'J苦し定。工

事院搬揃(揃)向指導に毛とづいτ、目白石藩が主としτ施工した毛ぬとされτぃ
寺管。

これ苦言向調査

平成 15年 JJ日-12同にかけτ実施し定調査によっ乞舞子砲台蹄白石垣が築造

当初ぬ幸春、良昭に穣存しτいることが初め亡確認され苦手し定。

~G>成果老妻I寸乞、明石海崎大橋ぬ工事ぬ擦に埋め立τ句れ記砲台蹄ぬ東半分(本

輔四国連絡橋公団ぬ駐車場)についτ、砲台蹄前面白石垣ぬ残存状況を確認する定め

向調査事実施し、調査ぬ結果、砲台蹄ぬ東亜最大幅が約 70mと確定し、平面形がI事l彦

左右対称G>W字形(様蛋長)であっ定ごと志わかり手し記。



今回ぬ調査成果

今回向調査に前い白書、砲台蹄(台場)ぬ左翼端白石垣小口部が確認され苦し定。(上

端幅6.7m)

をぬ構造i香前面と背面で1eJ:老ぬ様相l番大きく異移っ乞い亡、前面IeJ:域白石垣にお局担
さんぎづ

る、 T寧捗仕目白算木積おをとる一方で、背面倒l古石材がやや小型官、仕口毛組く、算

木積掛ぬ原則が乱れZいる部分自E認め勾れ乞抗'1、前面と背面古石垣ぬ構築方法が使

い分け局れ乞いEと考え局れ審可。

春庭、石垣ぬ基底部ぬ構造ぬ詳細毛鴫局かと~"手し定。

基底石下に陪石材ぬ不等沈下を防ぐ定めに、木杭(直径 10cm)老打ち込九芭基礎工

を行つ定後に土台木(松丸木a踊示-一本物で長さ7m以上、幅 50cm、厚さ 30cm)が

設置され乞い乞、ご向上に 14践捗いし 15践ぬ石積おかされZ、高さl番最大で6.0mf，ζ

捗'1手軍事。

号まとめ

これ苦言ぬ調査に~っZ想定される砲台白石垣総延長ぬうち絢ゐ割が確認され定ごと

に捗'1曹司。 ~V>結果、保存状態IëJ:非常に良時芭あり、全面的にお乞毛他に例ぬ主主い総

石垣遺品IV>議選長砲台(台場)としτ大変貴重捗存在芭す。

苦手記、幕末かよう近代へと移り変わっτゆく日本ぬ歴患を語る土'l.':舞子砲台IeJ:重要捗医

患遺産をあるといえ春ef。
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※附属施設については

調査成果では全く不明
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